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　    号号ののおおももなな内内容容
● 災害に備えて、広がる応援協定の輪
● NHK大河ドラマ誘致署名受付中！
●「８０２０運動ってなに?」～歯のお話～
● 福知山市広報特派員「ドッコイセリポ
　ーター」大募集！
● 健康増進計画　知っ得シリーズ　ほか

6
1

ドッコちゃん ドッコちゃん 酒呑童子 酒呑童子 

福知山市のイメージキャラクター 福知山市のイメージキャラクター 

５月２１日（月）
　太陽が月に隠れてリング状に見える「金環日食」が、京都でも
２８２年ぶりに観測され、福知山市内でも、晴天に恵まれたことで金
環に近い部分日食を楽しむことができました。
　天津小学校（勅使）では、この日を心待ちにしていた児童が朝早
くから登校し、専用の日食グラスや 木  漏 れ 日 などで三日月状にうつ

こ も び

る太陽を確認し、珍しい天体現象に歓声をあげていました。５年生
の 松  井  亮  輔 くんは「すごかった！生きているうちにまた見たい！」

まつ い りょう すけ

と、次回の日食現象に期待をふくらませていました。
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５
月　

日（
火
）、姉
妹
都
市
の
島
原
市

２２

と
、東
日
本
大
震
災
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、

「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協
定
」を
締

結
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、平
成　

年　

月
の
台
風　

１６

１０

２３

号
災
害
、島
原
市
で
は
平
成
３
年
６
月
の

 
雲  
仙  
普  
賢  
岳  
大  
火  
砕  
流 
・� 
土  
石  
流 
災
害
と
、

う
ん 
ぜ
ん 

ふ 

げ
ん 
だ
け 
だ
い 

か 

さ
い 
り
ゅ
う 

ど 

せ
き 
り
ゅ
う

そ
れ
ぞ
れ 
甚  
大 
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

じ
ん 
だ
い

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、被
害
が

近
隣
府
県
の
広
範
囲
に
わ
た
る
大
規
模
災

害
発
生
を
見
据
え
、近
隣
の
自
治
体
の
み

な
ら
ず
遠
隔
地
の
自
治
体
と
災
害
の
応
援

協
定
を
結
ぶ
こ
と
の
重
要
性
が
全
国
的
に

見
直
さ
れ
て
お
り
、今
回
の
協
定
で
は
、大

規
模
災
害
時
に
、市
民
の
生
命
・
身
体
・
財

産
を
守
る
た
め
、両
市
相
互
に
災
害
復
旧

に
必
要
な
物
的
・
人
的
支
援
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
代
行
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

同
日
、本
市
と
島
原
市
そ
れ
ぞ
れ
で
地

域
ラ
ジ
オ
局
を
運
営
す
る「
ふ
く
ち
や
ま

Ｆ
Ｍ
丹
波（
福
知
山
Ｆ
Ｍ
放
送
株
式
会

社
）」と「
Ｆ
Ｍ
し
ま
ば
ら（
株
式
会
社
Ｆ
Ｍ

し
ま
ば
ら
）」も「
災
害
時
に
お
け
る
相
互

情
報
応
援
協
定
」を
締
結
さ
れ
、互
い
に
災

害
情
報
を
共
有
し
、一
方
の
放
送
設
備
が

被
災
し
た
場
合
、も
う
一
方
の
局
が
通
常

波
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
マ
ル
放

送
・
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
避
難
情

報
な
ど
を
代
行
発
信
さ
れ
ま
す
。

　

５
月　

日（
木
）、公
益
社
団
法

２４

人
隊
友
会
京
都
府
隊
友
会
福
知
山

支
部
と「
緊
急
事
態
に
お
け
る
隊

友
会
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」を

締
結
し
ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

市
の
要
請
に
基
づ
き
、日
頃
か
ら

国
の
防
衛
・
防
災
活
動
へ
の
協
力

な
ど
で
各
地
域
で
社
会
貢
献
さ
れ

て
い
る
隊
友
会
の
み
な
さ
ん
に
、

自
衛
隊
勤
務
時
に
培
っ
た
豊
富
な

知
識
と
技
能
を
生
か
し
、市
民
生

活
の
安
心
・
安
全
確
保
の
た
め
、地

域
の
防
災
活
動
に
援
助
協
力
い
た

だ
き
ま
す
。

　

５
月　

日（
火
）、イ
ン
タ
ー

２２

ネ
ッ
ト
の
ポ
ー
タ
ル（
総
合
案
内
）

サ
イ
ト
を
運
営
す
る
ヤ
フ
ー
株
式

会
社
と「
災
害
時
情
報
発
信
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
時
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
ア
ク
セ
ス
が
集
中
し
、閲
覧

し
づ
ら
い
状
況
に
な
る
の
を
解
消

す
る
た
め
、ヤ
フ
ー
が
独
自
判
断

で
複
製
サ
イ
ト
を
設
置
し
、接
続

環
境
を
維
持
す
る
ほ
か
、万
が
一
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
サ
ー
バ
ー
が
被

災
し
た
場
合
、ヤ
フ
ー
の
災
害
情

報
ブ
ロ
グ「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
ブ
ロ

グ
」で
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
で
、

き
め
細
や
か
で
迅
速
な
災
害
情
報

を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

本
市
で
は
、今
後
も
市
民
協

働
に
て『
災
害
に
強
い
ま
ち
福

知
山
市
』の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
み
、更
な
る
防
災
力
を
強

化
し
ま
す
。

■
危
機
管
理
室（
℡　

‐
７
５
０

２４

３
・　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

姉姉妹妹都都市市 島島原原市市とと災災害害時時応応援援協協定定締締結結

ふふくくちちややままＦＦＭＭ丹丹波波ととＦＦＭＭししままばばららももタタッッググ

ヤフーと災害時情報発信協定締結ヤフーと災害時情報発信協定締結

協定書に署名する 横  田  修  一  郎 島原市長（奥）
よこ た しゅう いち ろう

と福知山市長（手前）

握手するふくちやまＦＭ丹波の 松  井  喜  久  夫 社
まつ い き く お

長（右）とＦＭしまばらの 清  水  真  守 社長（左）
し みず ま もる

 藤  田  守 支部長（右奥）と福知山市長（手前）
ふじ た まもる

隊友会と緊急事態協力協定締結隊友会と緊急事態協力協定締結

災
害
災
害
に
備
え
て

備
え
て
、広
が
る
応
援
協
定

広
が
る
応
援
協
定
の
輪 
災
害
災
害
に
備
え
て

備
え
て
、広
が
る
応
援
協
定

広
が
る
応
援
協
定
の
輪 
災
害
に
備
え
て
、広
が
る
応
援
協
定
の
輪 
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災
害
へ
の
備
え
に
少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
人
は
、

ぜ
ひ
防
災
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。ま
た
、

「
災
害
へ
の
備
え
は
万
全
」の
み
な
さ
ん
も
、再
点
検

の
意
味
を
込
め
て
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

シ
ア
タ
ー
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、「
防

災
」の
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
、大
切
な
自
分
の
命
、

家
族
、財
産
を
災
害
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

 
開
館
時
間 　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
防
災
研
修

室
は
午
後
９
時
ま
で
）　

 
休 
館 
日 　

火
曜
日（
た
だ
し
、祝
日
の
場
合
は
開

館
し
翌
日
休
館
）

※　

人
以
上
で
ご
利
用
の
場
合
は
事
前
に
予

１０
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
申
込
・
問
い
合
わ
せ 　

消
防
署
予
防
課（
℡

　

‐
5
1
1
9
・　
　

‐
5
4
5
8
・
東
羽
合

23

FAX
22

町　

番
地
1　

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
１
階
）

46

　このほか、昭和２年３月７日に発生した北丹後地震の貴重な映像資料や、市内で
起きた大規模災害などの被災体験談など、災害の怖さを身近に感じることができる
「語り部映像コーナー」や、家で地震が起きた時の行動を実演し確認できる地震対
策コーナーなど充実した体験・体感型施設です。また、防災研修室（最大１０８席）
も完備していますので、自治会などの防災研修にご利用ください。

消火器を使ってみよう！
ガスコンロから出た火を消火器で消す訓練ができます

シ
ア
タ
ー
で
体
験
！

シ
ア
タ
ー
で
体
験
！

災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
音
と
映
像
で
体
験
で
き
ま
す

火災時の避難
方法を学ぼう！
火災時の避難
方法を学ぼう！
煙の中での避難体験が
できます
煙の中での避難体験が
できます

車ごと川など
に落ちた時の
脱出方法を知
ろう！

車ごと川など
に落ちた時の
脱出方法を知
ろう！
水圧で開かない車のド
ア体験や脱出方法など
が学べます

水圧で開かない車のド
ア体験や脱出方法など
が学べます

★
災
害
へ
の
備
え
チ
ェ
ッ
ク
表
★

□
安
全
な
避
難
ル
ー
ト
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

□
地
震
の
時
、水
害
の
時
、安
全
な
避
難
場
所
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

□
正
確
な
災
害
情
報
、
避
難
情
報
の
入
手
方
法
を
知
っ

て
い
ま
す
か
？

□
避
難
を
お
知
ら
せ
す
る
サ
イ
レ
ン
の
意
味
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

□
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
は
、
ど
の
よ
う
な
危
険

性
が
あ
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？

□
家
族
で
避
難
や
連
絡
な
ど
の
方
法
を
話
し
合
っ
て
い

ま
す
か
？

□
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
自
分
た

ち
で
で
き
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

□
家
族
や
子
ど
も
と
一
緒
に
い
な
い
時
、
災
害
に
遭
遇

し
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
？

□
近
所
で
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
な
ど
避
難

に
手
助
け
を
要
す
る
人
を
把
握
で
き
て
い
ま
す
か
？

□
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
は
で
き
て
い
ま
す
か
？入場無料

一
人
で
も
、
家
族
で
も
、
自
治
会
、
団
体
、
い
つ
で
も
誰
で
も
お
気
軽
に
「
福
知
山
市
防
災
セ
ン
タ
ー
」
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

中六人部小学校の児童たちも防災体験し
ました（５月２１日（月））
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今
年
の
防
災
訓
練
は
、
９
月
２
日（
日
）に
実
施
す
る
予
定
で
す
。
地
域
で
行
わ
れ
る
避
難
訓
練
な
ど
に
は
、
積
極
的
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。
■
危
機
管
理
室
（
℡　

‐
７
５
０
３
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

ＦＡＸ
２３

地
域
防
災
訓
練
に
参
加
を　
！！

http://w
w
w
.fukuchiyam

a.kkr.
m
lit.go.jp/
http://w

w
w
.fukuchiyam

a.kkr.
m
lit.go.jp/keitai/

由良川リアルタイム防災情報
携帯コンテンツサイト

↑上記のＱＲコードを、携帯電話
のバーコードリーダーで読み取っ
て接続してください。

地震に対する備えや、大雨、洪水、土砂災害に関する備えを
まとめた「市民のための防災の手引き」と各種「防災マップ」
お持ちでない人は、危機管理室、各支所で配布しています。

急
激
な
河
川
の
増
水
や
土
砂
災
害 

　

近
年
の
気
象
変
化
に
よ
り
、
狭
い
範
囲
で

短
時
間
の
う
ち
に
大
量
の
雨
が
降
る
こ
と

が
、
時
期
を
問
わ
ず
多
く
な
り
、
急
激
な
河

川
の
増
水
や
土
砂
災
害
に
対
す
る
避
難
の

重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
本
市
で
も
６
月
か
ら
９
月
に
か

け
て
市
内
各
地
で
道
路
冠
水
な
ど
の
被
害

が
あ
り
、
全
国
的
に
も
台
風
２
号
、　

号
、

１２

　

号
、
新
潟
福
島
豪
雨
な
ど
、
総
降
水
量
が

１５１
８
０
０
㍉
を
超
え
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、死

者
や
建
物
流
失
な
ど
深
刻
な
被
害
が
出
ま

し
た
。

安
全
に
確
実
に
避
難
す
る
た
め
に 

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
安
全
な

場
所
に
避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
急

激
な
降
雨
に
伴
う
増
水
や
土
砂
災
害
に
よ

る
避
難
中
の
事
故
も
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

豪
雨
の
な
か
で
、
水
の
中
を
移
動
す
る
の

は
急
流
の
川
を
歩
く
の
と
等
し
く
、
流
さ
れ

る
可
能
性
は
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。
目
の

前
に
危
険
が
迫
っ
て
い
な
く
て
も
、「
自
分

だ
け
は
大
丈
夫
」
な
ど
と
考
え
ず
、
避
難
勧

告
の
ほ
か
、
降
水
状
況
や
河
川
水
位
な
ど
の

情
報
を
す
ば
や
く
入
手
し
、
早
め
に
避
難
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
上
流
で
降
っ

た
雨
が
ま
と
め
て
流
れ
て
来
る
場
合
も
あ

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

災
害
は
突
然
『
い
つ
』『
ど
こ
で
』
発
生

す
る
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
理
解
し
、
い
ざ

と
い
う
時
に
自
ら
の
命
を
守
れ
る
よ
う
、
普

段
か
ら
災
害
へ
の
備
え
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
家
族
や
親
戚
、
あ
る
い
は
自
治
会

や
自
主
防
災
組
織
な
ど
で
連
絡
体
制
や
避

難
手
順
な
ど
を
確
認
し
、
み
ん
な
で
避
難
す

る
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
し
て
お
く
こ
と

も
大
切
で
す
。

　

市
が
配
布
し
て
い
る
「
防
災
マ
ッ
プ
」
や

「
市
民
の
た
め
の
防
災
の
手
引
き
」
を
再
度

確
認
し
、
ま
た
、
防
災
セ
ン
タ
ー
で
防
災
体

験
す
る
な
ど
緊
急
事
態
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

■
危
機
管
理
室
（
℡　

‐
７
５
０
３
・　
　

２４

ＦＡＸ
２３

‐
６
５
３
７
）

安
全
・
確
実
に
避
難
す
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
１　

浸
水
や
土
砂
崩
れ
が
な

く
、
避
難
路
が
安
全
に
通
行
で
き
る
と
き

は
、
よ
り
安
全
な
避
難
所
に
早
め
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
２　

河
川
か
ら
水
が
あ
ふ
れ

た
り
、
水
が
道
路
の
上
を
川
の
よ
う
に
流

れ
て
い
る
と
き
は
、
無
理
を
し
て
避
難
所

に
行
か
ず
、
少
し
で
も
安
全
な
家
の
上
層

部
や
近
所
の
高
台
の
家
ま
で
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
３　

土
砂
災
害
の
多
く
は
雨

が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。
１
時
間
に　

㍉
２０

以
上
、ま
た
降
り
始
め
か
ら
１
０
０
㍉
以

上
の
降
雨
量
に
な
っ
た
ら
十
分
な
注
意

が
必
要
で
す
。
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発

表
さ
れ
た
時
や
、
家
の
周
辺
の
様
子
に
異

常
を
感
じ
た
と
き
は
、
安
全
な
避
難
所
に

早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

《
災
害
時
の
情
報
入
手
》

　

本
市
で
は
、
避
難
情
報
な
ど
を
お
知
ら

せ
す
る
方
法
と
し
て
防
災
行
政
無
線
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
サ
イ
レ
ン 
吹  
鳴 
、
市
や

す
い 
め
い

消
防
団
の
広
報
車
、
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル

配
信
（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
や
京
都
府
の
安
心

安
全
メ
ー
ル
な
ど
）
の
ほ
か
、
テ
レ
ビ

（
地
デ
ジ
な
ど
）
の
デ
ー
タ
放
送
や
Ｆ
Ｍ

ラ
ジ
オ
放
送
「
ふ
く
ち
や
ま
Ｆ
Ｍ
丹
波
」

　

・
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

７９

由
良
川
リ
ア
ル
タ
イ
ム
防
災
情
報

梅雨・台風・局地的豪雨など、水害に備えましょう 梅雨・台風・局地的豪雨など、水害に備えましょう 

【
Ｐ
Ｃ
】

【
携
帯
】

▼　

秒
鳴
っ
て　

秒
休
止
の
繰
り
返
し　
「
避
難
準
備
情
報
」危
険
度　

低　

避
難
準
備
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

１０

１５

▼　

秒
鳴
っ
て
５
秒
休
止
の
繰
り
返
し　
「
避
難
勧
告
」危
険
度　

中　
　
　

避
難
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

１０
▼
１
分
鳴
っ
て
５
秒
休
止
の
繰
り
返
し　
「
避
難
指
示
」危
険
度　

高　
　
　

避
難
完
了
と
自
分
の
命
を
守
る
た
め
の
最
低
限
の
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

防
災 
豆
知
識

「
サ
イ
レ
ン
の
鳴
り
方
で

　
　

危
険
度
を
知
ろ
う
」
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丹
波
福
知
山
手
づ
く
り
甲
冑
隊
で
は
、

自
作
の
甲
冑
を
着
て
、
各
種
観
光
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
城
下
町
福
知
山
を
全
国
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
隊
員
は　
１５

人
。

　

市
の
「
平
成
の
城
下
町
福
知
山
賑
わ

い
づ
く
り
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
昨

年
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

活
動
の
輪
を
広
げ
る
た
め
、
新
た
に

２
期
生
隊
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

当
隊
の
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
け

る
人
。
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

募
集
定
員　
　

人
３０

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

募
集
期
間　

６
月　

日（
月
）〜　

日

１１

２９

（
金
）

費
用　

甲
冑
材
料
代
と
し
て
５
万
円

（
予
定
）

甲
冑
教
室

と
き　

７
月　

日（
土
）か
ら
月
２
回
程
度

１４

　
　
　

土
曜
日　

午
後
１
時
〜
５
時

と
こ
ろ　

福
知
山
商
工
会
議
所（
東
中

ノ
町
）な
ど

▼
甲
冑
完
成
ま
で
約
４
カ
月
か
か
り
ま

す
。１
期
生
が
製
作
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。

▼
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。交
通
費
な
ど

の
経
費
も
各
自
負
担
に
な
り
ま
す
。 

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

観
光
振
興
課（
℡

　

‐
７
０
７
６
・　
　

‐
４
４
４
０
）

２４

ＦＡＸ
２４

　「ＮＨＫ大河ドラマ誘致推進協議会」（構成団体：福知山市・亀岡
市・綾部市・大山崎町・長岡京市・宮津市・京丹後市・舞鶴市、平成２３
年４月２７日設立）では、府内観光・地域振興を目的とした 明  智  光  秀 ・

あけ ち みつ ひで

 細  川 ガラシャ・
ほそ かわ

 細  川 
ほそ かわ

 幽  斎 ・
ゆう さい

 細  川 
ほそ かわ

 忠  興 を主人公とする大河ドラマの誘
ただ おき

致に向けて署名運動に取り組んでいます。

市内の署名箱設置場所
　　　まちづくり推進課
　　　三和支所　窓口
　　　夜久野支所　窓口
　　　大江支所　窓口
　　　福知山観光案内所
　　　福知山商工会議所
　　　福知山市商工会
　　　福知山市商工会三和支所
　　　福知山市商工会夜久野支所
　　※署名は、大河ドラマ誘致を目的とし
　　ており、個人情報をその他のことに利
　　用することはありません。

問い合わせ
　観光振興課（℡２４‐７０７６・ＦＡＸ２４‐４４４０）
ＮＨＫ大河ドラマ誘致推進協議会
（ホームページ　http://www.taiga-dorama.com）

自
作
の
甲
冑
で

自
作
の
甲
冑
で

城
下
町
福
知
山
を

城
下
町
福
知
山
を

一
緒
に
盛
り
上
げ
よ
う
！

一
緒
に
盛
り
上
げ
よ
う
！
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人
間
の
歯
は
何
本
生
え
る
か

ご
存
知
で
す
か
？

　

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、 
乳  
歯 
が

に
ゅ
う 
し

　

本
、 
永  
久  
歯 
が　

本
で
す
が
、

え
い 
き
ゅ
う 
し

２０

３２

乳
歯
は
だ
い
た
い
中
学
生
ま
で

に
全
て
抜
け
て
し
ま
う
こ
と
が

多
く
、
大
人
の
口
の
中
に
は　
３２

本
生
え
て
い
ま
す
。
で
も
、
個

人
差
が
あ
り
、
生
ま
れ
つ
き
歯

が
多
い
人
、
少
な
い
人
が
い
ま

す
。
傾
向
と
し
て
は
永
久
歯
で

最
後
に
生
え
て
く
る
歯
「
第
三

 
大  
臼  
歯 
」（
よ
く
「
親
知
ら
ず
」

だ
い 
き
ゅ
う 
し

と
い
わ
れ
ま
す
）
が
退
化
傾
向

に
あ
り
、
永
久
歯
が　

本
と
い

２８

う
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
表
題
の
数
字
で
す
が
、

前
の
２ 
桁 
が
「
年
齢
」、
後
の
２

け
た

桁
が
「
歯
の
本
数
」
を
表
し
て

い
ま
す
。「　

歳
で　

本
が
生
え

８０

２０

て
い
る
こ
と
を
目
標
に
頑
張
ろ

う
」
と
い
う
厚
生
労
働
省
や
日

本
歯
科
医
師
会
の
取
り
組
み
の

こ
と
で
す
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な

運
動
が
始
ま
っ
た
か
と
い
う
と
、

　

本
以
上
歯
が
生
え
て
い
る
高

２０齢
者
は
、
そ
れ
未
満
の
高
齢
者

に
比
べ
て
、
よ
り
活
動
的
で
寝

た
き
り
状
態
に
な
る
割
合
が
低

い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。
健
康
に
必

要
な
栄
養
の
主
な
入
口
で
あ
る

口
が
健
康
で
あ
れ
ば
、
そ
の
後

に
つ
な
が
る
食
道
、
胃
、
腸
に

か
か
る
負
担
が
少
な
く
な
り
、

全
身
的
な
健
康
に
も
大
き
く
影

響
し
て
く
る
の
で
す
。

　

運
動
の
開
始
か
ら　

年
経
ち
、

20

少
し
ず
つ
で
す
が
達
成
さ
れ
て

い
る
人
の
割
合
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
が
、　

歳
で
残
っ
て
い

80

る
歯
の
本
数
は
平
均　

本
程
度

10

と
、
残
念
な
が
ら
ま
だ
ま
だ
目

標
に
は
遠
い
の
が
現
状
で
す
。

し
か
し
、
各
自
治
体
に
よ
っ
て

具
体
的
な
取
り
組
み
（
福
知
山

市
で
は
、
学
校
で
の
フ
ッ
化
物

洗
口
、
む
し
歯
予
防
教
室
、
妊

婦
歯
科
健
診
な
ど
）
を
行
っ
て

お
り
、
今
後
目
標
達
成
に
近
づ

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
現
在
も
う
す
で
に

歯
の
本
数
が　

本
以
下
と
い
う

20

人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
が
、
あ
き
ら
め
ず
に
、
歯
磨

き
や
歯
の
治
療
を
続
け
て
い
け

ば
、
必
ず
今
後
の
自
身
の
健
康

を
保
つ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

最
も
大
切
な
こ
と
は
、
毎
日

の
歯
磨
き
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
、
定
期
的
な
歯
科
で
の
健

診
な
ど
を
習
慣
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
口
の
健
康
を
保
と
う
と

す
る
自
分
自
身
の
意
識
の
向
上

な
の
で
す
。

■
丹
波
歯
科
医
師
会

■
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
℡　

‐
２
７
８
８
・　
　

‐
５

２３

ＦＡＸ
２３

９
９
８
）

「
８
０
２
０
運
動
っ
て
な
に
？
」

「 
８  
０  
２  
０ 
運
動
っ
て
な
に
？
」

は
ち 
ま
る 
に 
ま
る

〜

　
　
　
　
　
　

〜
歯
の
お
話

歯
の
お
話
〜〜

　

市
制
施
行　

周
年
の
節
目
に
あ
た
る

75

今
年
、　

年
後
（
市
制
施
行
１
０
０
年
）

25

に
地
域
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
い

る
で
あ
ろ
う
若
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
、

ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま

す
。

 
募
集
内
容 　
「
第
４
次
福
知
山
市
総

合
計
画
後
期
計
画
」
に
掲
げ
る
次
の
４

つ
の
理
念
に
沿
っ
た
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア

▼
市
民
協
働
で
つ
く
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

豊
か
な
自
立
し
た
ま
ち

▼
定
住
と
交
流
の
活
力
あ
る
ま
ち

▼
人
と
自
然
が
調
和
し
、
す
こ
や
か
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

▼
明
日
を
担
う
創
造
力
あ
ふ
れ
る
人
材

育
成
の
ま
ち

※
た
だ
し
、
次
の
も
の
は
除
き
ま
す
。

①
す
で
に
施
行
さ
れ
た
施
策
と
同
一
ま

た
は
類
似
の
も
の

②
著
作
権
・
意
匠
権
な
ど
知
的
所
有
権

を
侵
害
す
る
も
の

③
提
案
内
容
が
法
律
な
ど
に
抵
触
す
る

も
の

④
そ
の
他
、
事
業
の
趣
旨
に
あ
て
は
ま

ら
な
い
も
の

 
応
募
資
格 　

市
内
の
中
学
校
、高
校
、

大
学
に
在
籍
し
て
い
る
個
人
ま
た
は
グ

ル
ー
プ（
市
外
か
ら
の
通
学
者
も
含
む
）

※
複
数
点
応
募
可

 
応
募
方
法 　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
学
校
を
通
じ
て
市
長

公
室
企
画
調
整
係
ま
で

※
応
募
用
紙
は
各
学
校
で
配
布
す
る
ほ

か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す

 
募
集
期
間

　

６
月　

日（
金
）〜
８
月　

日（
月
）

15

13

 
賞▼優

秀
賞
（
賞
状
と
図
書
カ
ー
ド
５
０

０
０
円
分
）　

中
学
校
３
点
、
高
校
５
点
、

大
学
２
点

▼
入
選
（
賞
状
と
図
書
カ
ー
ド
１
０
０

０
円
分
）　

中
学
校　

点
、
高
校　

点
、

10

15

大
学
３
点

※
入
賞
者
へ
の
通
知
は
、
学
校
を
通
じ

て
行
い
ま
す
。

 
提
案
ア
イ
デ
ア
の
活
用
な
ど

　

提
案
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
ア
イ
デ

ア
は
福
知
山
市
に
帰
属
し
、
市
が
実
施

す
る
事
業
な
ど
の
資
料
と
し
て
幅
広
く

活
用
し
ま
す
。

　

ま
た
、事
業
化
が
決
定
し
た
ア
イ
デ
ア

は
、別
途
提
案
者
に
通
知
し
ま
す
。

 
問
い
合
わ
せ 　

市
長
公
室
企
画
調
整

係
（
℡　

‐
7
0
3
0
・　
　

‐
6
5

24

FAX
23

3
7
）

　

年
後
の
市
制
施
行
１
０
０
年
へ
向
け
て
提
案
募
集
！

２５

「「「「「「「「「「
まままままままままま
ちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくく
りりりりりりりりりり
魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅
力力力力力力力力力力
アアアアアアアアアア
ッッッッッッッッッッ
ププププププププププ

アアアアアアアアアア
イイイイイイイイイイ
デデデデデデデデデデ
アアアアアアアアアア
発発発発発発発発発発
見見見見見見見見見見
」」」」」」」」」」事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業

「
ま
ち
づ
く
り
魅
力
ア
ッ
プ　

ア
イ
デ
ア
発
見
」事
業

若
者
参
加
型 　
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福知山市広報特派員 

「ドッコイセリポーター」 
福知山市 

イメージキャラクター 

ドッコちゃん 

福知山市 
イメージキャラクター 

ドッコちゃん 

福知山市 
イメージキャラクター 

ドッコちゃん 

大
募
集

大
募
集 

大
募
集 

「ドッコイセリポーター」 「ドッコイセリポーター」 

　

植
物
が
生
育
し
に
く
い
状
態
が
続
く
大
江
山
の
ふ

も
と
に
あ
る「
河
守
鉱
山
跡
」を
、大
江
山
に
自
生
す
る

「
日
向
水
木
」で
緑
地
化
す
る
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

初
日
の
こ
の
日
は
、約　

人
の
隊
員
が
丹
後
天
橋
立

３０

大
江
山
国
定
公
園
に
集
ま
り
、鉱
山
跡
地
付
近
の
自
然

を
観
察
し
な
が
ら
、今
回
特
別（
※
）に
約
５
０
０
本
の

日
向
水
木
の
枝
を
採
取
し
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ン
タ
ー
に
て
い
ね
い
に
挿
し
木
さ
れ
た
日
向
水
木
は
、約
１
年

半
の
間
、隊
員
の
も
と
で
育
て
ら
れ
た
後
、国
定
公
園
内
に
戻
さ
れ
ま

す
。

　
「
夏
が
過
ぎ
る
ま
で
は
、水
や
り
な
ど
の
手
入
れ
が
必
要
。」と
の
市

職
員
か
ら
の
説
明
に
、大
切
な
苗
木
を
ま
か
さ
れ
た
隊
員
た
ち
は
、真

剣
な
顔
で
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
６
年
を
か
け
て
鉱
山
跡
地
を
緑
化
し
、こ
の
跡
地
に
日
向
水
木

の
花
が
咲
き
誇
る
こ
と
を
願
っ
て
活
動
を
続
け
、国
定
公
園
か
ら
の
贈

り
物
と
し
て
、日
向
水
木
を
市
内
各
地
に
広
げ
る
計
画
で
す
。

※
今
回
の
作
業
は
、本
市
の
森
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、自
然
公
園
法

に
基
づ
き
、京
都
府
と
調
整
の
う
え
特
別
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。通

常
は
国
定
公
園
内
に
生
育
す
る

植
物
な
ど
を
採
取
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

「広報ふくちやま」にあなたが写ってい
たら、写真（L判）を１枚差し上げます。
■市長公室広報係（℡２４‐７０００）

まちかど 
ウオッチング 

５
月

日（
土
）

５
月　

日（
土
）

１９１９

「
日
向
水
木
育
苗
隊
」活
動
開
始

「 
日  
向  
水  
木  
育  
苗  
隊 
」活
動
開
始

ひ
ゅ
う 
が 

み
ず 

き 

い
く 
び
ょ
う 
た
い

　「みんなに伝えたい。」「これを知らないのはもったいない。」など、福知山市内のイベント、名所旧
跡、人物、地域活動などを取材して「広報ふくちやま」や「市ホームページ」に記事掲載してみません
か ?
　あなたがリポーターになって、各地域の話題などを自由に広報して、地域の魅力を市民みんなで
共有しましょう。もちろんイベント主催者が、自身のイベントの記事を書かれるのも大歓迎です。

対象　福知山市内に在住・在学・在勤または出身者のほか、福知山で活動しようとする人
定員　１０人
用意いただくもの　カメラなどの備品、交通費や事務・連絡・取材などに係る経費
市役所から支給するもの　従事期間中の傷害保険、広報特派員証・広報腕章
※提供記事について　未発表でオリジナルのものに限ります。
申込・問い合わせ　市長公室広報係（℡２４-７０００・ＦＡＸ２４-７０２３）まで

デジタルカメラの場合は jpeg データ
ネガ・ポジの場合はプリントした写真

写真１枚以上
記事の構成

２００字以上　６００字未満文字数

枝の採取作業

昨秋に植えた試験植樹地の見学苗木の育苗説明

日向水木は「大江山に春を告げ
る花」として、春先に淡く黄色
い花を咲かせます



8H24（2012）．6．1　広報ふくちやま

　

今
年
も
、
福
知
山
マ
ラ
ソ
ン
な

ど
で
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
完
走
を
目
指

す
み
な
さ
ん
を
対
象
に
開
催
し
ま

す
。
走
力
に
応
じ
た
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
実
施
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 
と　
　

き 　

６
月
か
ら
毎
週
金

曜
日　

午
後
６
時　

分
〜

３０

 
と 
こ 
ろ 　

三
段
池
公
園
大
は

ら
っ
ぱ
広
場
（
猪
崎
）

※
参
加
希
望
者
は
、
直
接
大
は

ら
っ
ぱ
広
場
の 
東  
屋 
へ
お
集
ま
り

あ
ず
ま 
や

く
だ
さ
い
。

 
問
い
合
わ
せ 　

福
知
山
マ
ラ
ソ

ン
実
行
委
員
会
事
務
局
（
℡　

‐
２４

３
０
３
１
・　
　

‐
６
５
３
７
・
Ｅ

ＦＡＸ
２３

メ
ー
ル　

in
fo
@
f

‐m
a
ra
th
o
n
.

g
r.jp

）

 

教
育
・
文
化 
教
育
・
文
化 

目
指
せ
完
走
！

マ
ラ
ソ
ン
ト
ラ
イ
教
室
開
催

平成24年度　福知山市文化公演自主事業 

7月1日（日）～１４日（土）に往復はがきで申し込みください。 
期間内必着。１通につきチケット２枚まで。 
同一人が複数申込みをされた場合は１通とみなします。 

往
信 

返
信 

返信はがき（表） 往信はがき（裏） 往信はがき（表） 返信はがき（裏） 

福知山市字中ノ170－5 
　福知山市厚生会館 

小山実稚恵 
ピアノリサイタル 
　　チケット申込係　行 

何も書かないでください。 
抽選結果を印刷して 
返送します。 

あなたの住所 

　　あなたの名前　様 

①あなたの住所（〒） 
②あなたのお名前 
③あなたの電話番号 
④チケットの種類 
　（１階・２階）席希望 
　一般（指定席・自由席）　　■枚 
　高校生以下（指定席・自由席）　■枚 
※１・２階の希望にそえない場合が
あります。 
※車イス席を希望される場合は「車イ
ス席希望」と明記してください。 

厚生会館のスタインウェイピアノを使った音楽会。 
今年度は、人気・実力ともに日本を代表する 
ピアニスト小山実稚恵さんを迎え開催します。 

地元福知山で良い音楽を！ 

と　き 

ところ 

演奏予定曲目 

チケット料金 

申込方法 

抽 選 結 果 通 知 

チケット引き換え 

申込・問い合わせ 

9月23日（日）　午後6時開演予定 
厚生会館（西中ノ町） 

■ショパン作曲／ノクターン、バラード、英雄ポロネーズ 
■リスト作曲／ラ・カンパネラ 
■バッハ（ブゾーニ）作曲／シャンコンヌ　など 

一般指定席 2,000円、　一般自由席 1,500円、 
高校生以下（指定席・自由席共に） 1,000円 
※未就学児童の入場はご遠慮ください。 

小山実稚恵さん（ピアニスト） 
チャイコフスキー国際コンクール第３位、
ショパン国際ピアノコンクール第４位と
二大国際コンクールに入賞した唯一の
日本人。質の高いテクニックに定評が
あり、温かな人柄からあふれる演奏で聴
き手の心をとらえています。 

6 2 0 0 0 3 8 6 2 0 ■■■■  

キ
リ
ト
リ 

キ
リ
ト
リ 

こ　やま　み　ち　　え 

こ やま 
み ち え 

抽選結果・座席などを返信はがきでお知らせします。 

７月２５日（水）から８月１０日 （金）まで厚生会館で行います。当選はがきとチケット料金を 
ご持参ください。なお、残席がある場合は８月１６日（木）から厚生会館窓口で販売します。 

福知山市文化公演自主事業実行委員会事務局（厚生会館内 ℡兼FAX２２-４９５５） 

プロフィール 



9 広報ふくちやま　H24（2012）．6．1

 

 

 

 

　

バ
ラ
の
ブ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
を
メ
イ
ン
に
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
な
ど
を
使
っ
た
可
愛
い
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
作
り
ま

す
。

 
と　
　

き 　

６
月　

日（
日
）

２４

午
後
１
時　

分
〜
午
後
３
時　

分

３０

３０

 
と 
こ 
ろ 　

都
市
緑
化
植
物
園

（
猪
崎
・
三
段
池
公
園
内
）

 
講　
　

師 　
 
小  
中  
順  
子 
（
日
本

こ 

な
か 
じ
ゅ
ん 
こ

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
本
部

講
師
）

 
受
講
料
金 　

１
５
０
０
円
（
材

料
費
の
み
）

 
定　
　

員 　
　

人　

※
先
着
順

１５

 
申
込
方
法 　

６
月
８
日（
金
）か

ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
都

市
緑
化
植
物
園
（
℡　

‐
６
６
１

２２

７
・　
　

‐
６
６
２
９
）
ま
で

ＦＡＸ
２２

　市内に在住・在勤・在学するみなさんが主催する催しへ、市職員などが出向き、制度の説
明や講演を行います。
申込方法　原則１カ月前までに、希望講座・開催希望日時を電話またはファクスで、生涯学
習課（℡２４-７０６４・ＦＡＸ２４-４８８０）まで。

時間
（分）講　　座　　名番号時間

（分）講　　座　　名番号

６０男女共同参画の推進について２７６０福知山市の総合計画について１

６０年金制度の概要２８６０福知山市の行政改革について２

６０福知山千年の森づくりについて２９６０広報紙の作り方３

６０福知山市農山村活性化計画について３０６０市民憲章の具現化について４

４５農山村空き家バンク制度の概要３１６０地域のまちづくり活動の事例について５

６０福知山市の農業の概要３２６０福知山市の観光ビジョン６

３０福知山市中心市街地活性化基本計画について３３９０ニュースポーツ講座７

６０福知山市の産業振興について３４６０健康体操８

６０まちづくりと都市計画３５９０体力テスト９

６０都市公園の現状と将来展望３６６０地域の防災力を高めるために１０

６０景観まちづくりについて３７６０洪水・土砂災害・地震防災マップの活用１１

６０福知山駅周辺の整備について３８６０福知山市の財政について１２

３０区画整理事業について３９６０税金のしくみ１３

３０由良川と福知山市４０６０環境問題出張講座１４

３０国道９号と福知山市４１６０ごみ減量とリサイクル１５

３０議会のしくみ４２６０乳幼児の子育て事業１６

３０選挙制度のしくみ４３６０健康づくり事業１７

３０生涯学習について４４６０季節に応じた健康管理講座１８

４５ビデオを活用した人権学習４５６０障害福祉サービスの概要１９

６０私たちの文化財、歴史探検４６９０介護保険制度の概要２０

３０たのしいお話し会４７９０認知症サポーター養成講座２１

９０わが家の安心安全講座４８６０地域包括支援センターについて２２

９０応急手当講習会４９６０介護予防教室２３

６０市民生活とライフライン（ガス事業）５０６０介護保険サービス以外の高齢者への支援事業について２４

６０市民生活とライフライン（水道事業）５１６０後期高齢者医療制度の概要２５

６０やさしさと自然を結ぶ下水道５２６０共にしあわせを生きるまちづくりのために２６

講
習
会
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
教
室
」

市職員がお伺いします 福知山市生涯学習まちづくり出前講座 福知山市生涯学習まちづくり出前講座 福知山市生涯学習まちづくり出前講座 
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本
市
が
加
盟
す
る
「
日
本
非
核

宣
言
自
治
体
協
議
会
」
で
は
、
次

の
と
お
り
写
真
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

 
写
真
の
テ
ー
マ 　
「
平
和
な 
瞬 と

 
間 
は
ど
ん
な
顔
?
」（
み
な
さ
ん
が

き考
え
る
平
和
の
写
真
、日
常
生
活

の
何
気
な
い
ひ
と
時
に
平
和
と
感

じ
る
瞬
間
の
風
景
・
人
物
な
ど
）

 
審 
査 
員 　
 
渡  
部  
陽  
一 
さ
ん

わ
た 

な
べ 

よ
う 

い
ち

（
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）ほ
か

 
募
集
締
切 

　

７
月　

日（
金
）ま
で
（
必
着
）

１３

 
応
募
資
格 　

一
般
の
部
（
高
校

生
以
上
）
、
子
ど
も
の
部
（
中
学

生
以
下
）

 
応
募
方
法 　

四
切
、
四
切
ワ
イ

ド
の
単
写
真
を
日
本
非
核
宣
言
自

治
体
協
議
会
事
務
局（
長
崎
市
平

和
推
進
課
内　

℡
０
９
５
‐
８
４

４
‐
９
９
２
３
・　

０
９
５
‐
８
４

ＦＡＸ

６
‐
５
１
７
０
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nucfreejapan.

com

）ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
本
市
で
は
昭
和　

年
９
月
議
会

６２

で「
恒
久
平
和
都
市
宣
言
に
関
す

る
決
議
」を
議
決
し
、恒
久
平
和
都

市
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

ま
た
、平
成
９
年
か
ら
は
、全
国
の

自
治
体
を
は
じ
め
、全
世
界
す
べ

て
の
自
治
体
に
核
兵
器
廃
絶
・
平

和
宣
言
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、

非
核
宣
言
を
実
施
し
た
自
治
体
間

の
協
力
体
制
を
確
立
す
る
趣
旨
に

賛
同
し
、「
日
本
非
核
宣
言
自
治
体

協
議
会
」に
加
盟
し
て
い
ま
す
。

 
問
い
合
わ
せ 　

人
権
推
進
室
人

権
推
進
係（
℡　

‐
７
０
２
２
・

２４

　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

　

男
女
共
同
参
画
の
理
解
を
深
め

る
た
め
、
男
性
か
ら
の
相
談
に
応

じ
て
い
る
講
師
か
ら
、
男
性
相
談

の
現
場
か
ら
見
え
る
男
性
の
つ
ら

さ
や
悩
み
な
ど
を
テ
ー
マ
に
講
演

い
た
だ
き
ま
す
。

　

共
に
幸
せ
を
生
き
る
ま
ち
づ
く

り
人
権
講
座
・
男
女
が
と
も
に
考

え
る
「
は
ば
た
き
セ
ミ
ナ
ー
」
第

１
講
座
で
す
。

 
と　
　

き 　

６
月　

日（
木
）

２８

　

午
後
７
時　

分
〜
９
時

３０

 
と 
こ 
ろ 　

市
民
会
館　

号
室

２４

（
内
記
三
丁
目
）

 
講　
　

師 　
 
坊 　
 
隆  
史 
さ
ん

ぼ
う 

た
か 

し

（
『
男
』
悩
み
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

共
同
代
表
、
臨
床
心
理
士
）

 
テ 
ー 
マ 

　

男
性
だ
っ
て
つ
ら
い

〜
男
の
相
談
現
場
か
ら
の
報
告
〜

 
入 
場 
料 

　

無
料
、
事
前
申
込
み
不
要

※
保
育
ル
ー
ム
あ
り
ま
す
（
予
約

不
要
）

 
問
い
合
わ
せ 　

人
権
推
進
室
男

女
共
同
参
画
推
進
係（
℡　

‐
７

２４

０
２
２
・　
　

‐
６
５
３
７
）ま
で

ＦＡＸ
２３

６
月　

日（
土
）〜　

日（
金
）は「
男
女
共
同
参
画
週
間
」で
す
。

２３

２９

　

男
女
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る「
男
女
共
同
参
画
社
会
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
あ
な
た
が
い
る　

わ
た
し
が
い
る　

未
来
が
あ
る
」

（
平
成　

年
度
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）

２４

ピ
ー
ス
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集

講
演
会
「
男
性
だ
っ
て
つ
ら
い

〜
男
の
相
談
現
場
か
ら
の
報
告
〜
」

お　詫　び
　広報ふくちやま５月合併号２４㌻に掲載した「６月の
相談あんない」の「心配ごと相談」で、開催日に誤りが
ありました。訂正してお詫びします。
開催場所

▼三和支所　　　　　　正　１５日（金）　誤　１１日（月）

▼夜久野ふれあいプラザ　正　２０日（水）　誤　１５日（金）

▼大江町総合会館　　　正　１１日（月）　誤　２０日（水）
■人権推進室（℡２４-７０２２・ＦＡＸ２３-６５３７）

　市の児童館・児童センター（計１０館）が合同で、児童が遊びを通し
てお互いを大切にし、友だちの輪を広げて、児童の健全な「こころ」
と「からだ」を育むイベントを開催します。
　また日頃の児童館・児童センターの活動内容もＰＲします。ぜひ
お越しください。
と　き　６月１６日（土）　午前１０時～午後３時
ところ　三段池公園総合体育館サブアリーナ（猪崎）
テーマ　「ひろがれ！友だちの輪　あつまれ！福知山やんちゃっ子」
　会場へは、直接または最寄りの各児童館・児童センターを経由する
バス（各児童館・児童センターへ事前申込みが必要）に乗り合わせてお越しください。
問い合わせ　堀児童館（℡２３-５９７３）

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

プ ロ グ ラ ム
１０：００～　オープニングセレモニー出演：京都府立工業高校マンボウ・ジャズ・バンド
１０：２５～　

▼創作コーナー（プラバン・キラキラしゃぼん玉・オリジナルポーチ・ハートメッセージと折鶴）

▼遊びコーナー（巨大オセロ・バスケットボールビンゴ・紙ひこうきとばし・ふわふわ鬼）

▼人権啓発ビデオ上映コーナー（アニメ）
１４：１５～　みんなであそぼう !!
１４：４０～　ゴーヤ先生とゴーヤダンスを踊ろう　出演：ゴーヤ先生、ゴーヤキャンディーズ

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「やややややややややややややややややややややややややややややややややんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェスススススススススススススススススススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」222222222222222222222222222222222000000000000000000000000000000000111111111111111111111111111111111222222222222222222222222222222222 児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館まままままままままままままままままままままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

昨年のやんちゃフェスタ会場の様子
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平
成　

年
度
か
ら
、
母
子
家
庭

２４

な
ど
の
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の

更
新
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
者
に
は
更
新
申
請
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
同
封
の
封
筒
に
申

請
書
を
入
れ
て
返
信
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
が
な
い
場
合
は
、
受
給

者
証
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
現
在
お
持
ち
の
受
給
者

証
の
有
効
期
限
は
平
成　

年
７
月

２４

　

日（
火
）ま
で
で
す
。

３１
 
問
い
合
わ
せ 　

子
育
て
支
援
課

児
童
福
祉
係
（
℡　

‐
７
０
１
１
・

２４

　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

　

７
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、

介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介
護

認
定
に
お
い
て
、
要
介
護
４
ま
た

は
５
と
判
定
さ
れ
、
そ
の
状
態
が

６
カ
月
以
上
継
続
し
て
い
る　

歳
６５

以
上
の
人
を
在
宅
で
常
時
介
護
し

て
い
る
人
に
、
介
護
者
激
励
金
を

支
給
し
ま
す
。

 
該
当
要
件 　

介
護
者
お
よ
び
要

介
護
者
の
世
帯
員
の
所
得
要
件
が

あ
り
ま
す
。　

※
市
民
税
所
得
割

額
が
５
万
円
以
下

 
支
給
金
額 　

３
万
円（
年
度
１

回
）

 
申
請
期
間 　

７
月
２
日（
月
）〜

　

日（
火
）ま
で（
土
・
日
・
祝
日
を

１７除
く
）

 
申
請
方
法 　

所
定
の
申
請
書
を

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
福
祉
係（
℡　
２４

‐
７
０
７
３
・　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

ま
た
は
各
支
所
窓
口
相
談
係
ま
で
。

　

本
市
の
今
後
の
高
齢
者
福
祉
の

あ
り
方
、
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
た
だ
く
、
協
議
会
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

 
募
集
人
員 　

３
人（
公
募
以
外

の
委
員
を
含
め
た
委
員
数
は　

人
２４

予
定
）

 
任　
　

期 　

３
年
間
（
平
成　
２４

年
７
月
〜
平
成　

年
６
月
）

２７

 
開
催
回
数 　

年
２
〜
３
回
程
度

（
平
成　

年
度
は
回
数
が
多
く
な

２６

り
ま
す
。）

 
報　
　

酬 　

協
議
会
に
出
席
さ

れ
た
場
合
、
規
定
の
報
酬
額
を
支

払
い
ま
す
。

 
応
募
資
格 　

市
内
に
居
住
、
通

勤
、
通
学
し
、
７
月
１
日
現
在
で

満　

歳
以
上
の
人

２０

 
応
募
方
法 　

応
募
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は

郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）
で
高
齢

者
福
祉
課
介
護
保
険
係
ま
で
。

※
応
募
申
込
書
は
高
齢
者
福
祉
課

お
よ
び
３
支
所
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

 
応
募
締
切 　

６
月　

日（
金
）ま

２９

で
 
選
考
方
法 　

応
募
者
多
数
の
場

合
、
抽
選
に
よ
り
決
定
し
、
７
月

初
旬
に
選
考
結
果
を
応
募
者
全
員

に
送
付
し
ま
す
。

 
申
込
・
問
い
合
わ
せ 　

〒
６
２

０
‐
８
５
０
１　

高
齢
者
福
祉
課

介
護
保
険
係（
℡　

‐
７
０
１
３
・

２４

　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

平
成　

年
度
か
ら
３
年
間
の
市
の
高
齢
者
福
祉
施
策
、
介
護
保
険
事
業
の
指
針
と
な
る
計
画
で
す
。
ア
ク
セ
ス
方
法
は
、
「
市

２４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ→

福
知
山
市
政→

分
野
別
各
種
計
画
・
条
例
な
ど→
ひ
と
づ
く
り
（
人
権
、
教
育
、
福
祉
）→

第
６
次
福
知
山

市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
か
ら
。　

■
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係
（
℡　

‐
７
０
１
３
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

ＦＡＸ
２３

第
６
次
福
知
山
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

福
　
祉 
福
　
祉 

福
祉
医
療
費（
母
子
）受
給
者

証
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す

在
宅
介
護
者
へ
の
激
励
金
の

支
給
制
度
が
あ
り
ま
す

福
知
山
市
高
齢
者
対
策
協
議

会
委
員
を
募
集
し
ま
す

　平成２４年４月に「子ども手当」から「児童手当」に制度が変更になり、６月手当分から所得制限を
導入します。（手当額に変更はありません。）
　所得制限基準額以上の受給者は、当分の間、特例給付として児童１人につき月額５０００円を支給し
ます。すでに認定を受けている人（５月分までの手当受給者）は、子育て支援課から６月１日付け
でお送りした「現況届」の提出をお願いします。提出がない場合は、受給資格の審査ができないた
め、１０月支払分以降の手当の支払いが遅れたり、受給できなくなることがあります。
※平成２４年６月から平成２５年５月分までの手当は、
　平成２３年１月１日から１２月３１日までの所得が対象です。
※扶養親族などの数は、平成２３年１２月末現在の税法上の
　扶養親族の数です。
受付期間　６月２９日（金）までの午前８時３０分
　　　　　～午後５時１５分（土・日曜を除く）
提出・問い合わせ
　子育て支援課児童福祉係（℡２４-７０１１・ＦＡＸ２３-６５３７）
　三和支所窓口相談係（℡５８-３００２・ＦＡＸ５８-３０１３）
　夜久野支所窓口相談係（℡３７-１１０６・ＦＡＸ３７-５００２）
　大江支所窓口相談係（℡５６-１１０３・ＦＡＸ５６-２０１８）

６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月以以以以以以以以以以降降降降降降降降降降のののののののののの児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童手手手手手手手手手手当当当当当当当当当当（（（（（（（（（（旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどもももももももももも手手手手手手手手手手当当当当当当当当当当））））））））））受受受受受受受受受受給給給給給給給給給給ににににににににににはははははははははは現現現現現現現現現現況況況況況況況況況況届届届届届届届届届届のののののののののの提提提提提提提提提提出出出出出出出出出出がががががががががが必必必必必必必必必必要要要要要要要要要要でででででででででですすすすすすすすすす６月以降の児童手当（旧子ども手当）受給には現況届の提出が必要です

所得額（給与所得控除後
の金額など）

扶養親族など
の数

６２２万円０人

６６０万円１人

６９８万円２人

７３６万円３人

７７４万円４人

８１２万円５人

所得制限基準表
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地
域
の
重
要
な
交
通
手
段
で
あ

る
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
（
Ｋ
Ｔ

Ｒ
）
を
守
り
、
よ
り
利
用
し
や
す

く
す
る
た
め
に
、
一
緒
に
考
え
応

援
し
て
い
く
「
Ｋ
Ｔ
Ｒ
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」
の
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

 
募
集
会
員
・
年
会
費 

○
一
般
会
員
３
年
（
入
会
の
日
か

ら
平
成　

年
３
月
末
日
ま
で
）

２７

３
０
０
０
円

○
一
般
会
員
１
年
（
入
会
の
日
か

ら
平
成　

年
３
月
末
日
ま
で
）

２５

１
０
０
０
円

※
一
般
会
員
の
入
会
に
あ
わ
せ
て

無
料
で
家
族
会
員
の
登
録
が
で
き

ま
す
。

 
特　
　

典 

▽
会
員
特
別
価
格
で
の
切
符
販
売

（
社
会
実
験
中
）

◎
Ｋ
Ｔ
Ｒ
１
日
フ
リ
ー
き
っ
ぷ

＊
全
線
の
普
通
・
快
速
１
日
乗
り

放
題

大
人　

１
２
０
０
円→

１
０
０
０
円

子
ど
も　

６
０
０
円→

５
０
０
円

◎
ま
る
ご
と
丹
後
乗
り
放
題
き
っ

ぷ＊
全
線
の
特
急
・
普
通
・
快
速
１

日
乗
り
放
題
（
土
・
日
・
祝
日
・

毎
月
１
日
の
み
）

大
人　

１
７
０
０
円→

１
５
０
０
円

子
ど
も　

８
５
０
円→

７
５
０
円

▽
列
車
利
用
で
貯
ま
る
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
進
呈

＊　

ポ
イ
ン
ト
貯
ま
る
と
加
盟
店

１０
で
５
０
０
円
分
の
買
い
物
に
利
用

で
き
ま
す

▽
Ｋ
Ｔ
Ｒ
沿
線
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
情
報
案
内

 
申
込
方
法 　

所
定
の
申
込
書
と

入
会
金
を（
社
）天
橋
立
観
光
協
会

（
天
橋
立
駅
１
階
ま
た
は
宮
津
駅

１
階　

℡
０
７
７
２
‐　

‐
８
０

２２

３
０
・　

０
７
７
２
‐　

‐
８
７

ＦＡＸ

２２

１
０
）
ま
で
。

※
入
会
金
は
銀
行
振
込
、
郵
便
振

替
で
払
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
く

わ
し
く
は
申
込
書
を
ご
ら
ん
く
だ

さ
い
。

※
申
込
書
は
生
活
交
通
課
・
各
支

所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
Ｋ
Ｔ
Ｒ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://ktr

‐ 

te
ts
u
d
o
.jp
/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

Ｋ
Ｔ
Ｒ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
が
使
用
で
き

る
加
盟
店
も
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。

■
生
活
交
通
課
（
℡　

‐
７
０
２

２４

０
・　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

申
請
さ
れ
た
人
か
ら
順
次
審
査
を

経
て
入
所
い
た
だ
け
ま
す
。

 
施
設
概
要

　

間
取
り　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

使
用
料　

４
万
円
／
月
〜

　

保
証
金　
　

万
円

１０

　

駐
車
場　

２
台
分
（
無
料
）

 
入
所
条
件 

▼
福
知
山
市
大
江
地
域
へ
の
転
入

希
望
者

▼
お
お
む
ね　

歳
以
下
の
人
で
構

４５

成
さ
れ
る
世
帯
（
単
身
可
、
所
得

制
限
な
し
）

 
入 
所 
日

▼
毎
月
１
日　

※
入
所
期
間
は
６

カ
月
更
新
で
最
長
５
年

 
申
請
受
付 　

大
江
支
所
地
域
振

興
係
に
て
随
時
受
付

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

１５

（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
除

く
）

※
案
内
書
・
申
請
書
類
は
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
と
各
支
所
に
あ
り

ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
、
鬼
の
里
定
住
促
進

団
地
（
美
鈴
新
）
も
入
居
者
募
集

中
で
す
。

 
申
込
・
問
い
合
わ
せ 　

大
江
支

所
地
域
振
興
係
（
℡　

‐
１
１
０

５６

２
・　
　

‐
２
０
１
８
）

ＦＡＸ
５６

　

京
都
府
で
は
、
府
営
住
宅
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

 
申
込
受
付
期
間 　

６
月　

日
１５

（
金
）〜　

日（
月
）

１８

午
前　

時
〜
午
後
４
時
（
但
し
、

１０

正
午
〜
午
後
１
時
、
土
・
日
曜
日

を
除
く
）

 
受
付
場
所 　

福
知
山
総
合
庁
舎

（
篠
尾
新
町
）

 
募
集
戸
数 

▼
日
吉
が
丘
団
地　
　
　
　

１
戸

▼
宮
前
団
地　
　
　
　
　
　

１
戸

▼
小
松
が
丘
団
地　
　
　
　

１
戸

 
入
居
予
定
時
期 　

平
成　

年
９

２４

月
中
旬

※
こ
の
ほ
か
、
舞
鶴
・
綾
部
・
宮

津
な
ど
の
団
地
も
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
府
内
各
総
合
庁
舎
な
ど

で
配
布
の
募
集
案
内
書
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

 
問
い
合
わ
せ 　

京
都
府
住
宅
供

給
公
社　

中
丹
・
丹
後
府
営
住
宅

管
理
セ
ン
タ
ー
（
綾
部
総
合
庁
舎

内
℡　

‐
１
０
２
１
・　
　

‐
１

４２

ＦＡＸ
４２

０
３
７
）

※
特
定
目
的
優
先
入
居
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
中
丹
西
保
健
所
（
℡

　

‐
５
７
４
４
）
ま
で

２２

ま
ち
づ
く
り 
ま
ち
づ
く
り 

Ｋ
Ｔ
Ｒ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

鬼
の
里
Ｕ
タ
ー
ン
プ
ラ
ザ

（
公
庄
上
・
波
美
）入
所
者
募
集

波美の部屋はメゾネット（上下二層空間）付です

府
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

な
か
循
環
路
線
バ
ス
（
北
ル
ー
ト
）」
も
便
利
で
す
。　

■
生
活
交
通
課（
℡　

‐
７
０
２
０
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

ＦＡＸ
２３

　

福
知
山
駅
か
ら
市
民
病
院
ま
で
の
区
間
は
、

午
前
中
は　

分
に
１
本
運
行
し
て
い
ま
す
。
ま

１５

た
、
平
日　

分
間
隔
で
運
行
し
て
い
る
「
ま
ち

３０

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院
ややややややややややややややややややややややややややややややややややややややや
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
ななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに

ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
ななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共
交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
バババババババババババババババババババババババババババババババババババババババ
ススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス
）））））））））））））））））））））））））））））））））））））））ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
ううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

みんなで支えよう 
バス交通 

みんなで支えよう 
バス交通 

みんなで支えよう 
バス交通 
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ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
平
成　

年
７
月　

日
で
終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
地
デ
ジ
）
に
変
わ
り
ま
し
た
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
問
い
合
わ
せ
は
、

２３

２４

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
５
７
０
‐
０
７
‐
０
1
０
1
）
・
デ
ジ
サ
ポ
近
畿
（
℡
０
６
‐
７
６
３
７
‐
１
０
１
０
）
ま
で

地
デ
ジ
相
談
の
ご
案
内

河守 宅地販売 河守 河守 宅地販売 
※宅地のみ分譲。建設時期、建築業者などは問いません 

福知山市役所  資産活用課　〒６２０‐８５０１ 福知山市内記１３番地の１ 

※福知山市のホームページは「事業者向け情報」→「宅地分譲・販売」からお入りください 
℡0773‐24‐7068（直通）  ＦＡＸ0773‐23‐6537宅地販売 河守 石原 

駅南 

緑ヶ丘 
駅周 

　歩道や車道は、人や車が通行するためのものです。道路を常に広く、美しく、安全で快適
に使用できるように、次の点にご協力をお願いします。
●道路上への不法占用
　道路上の『はみ出し商品』『置き看板』『のぼり』などの不法占用物件や違反広告物は、通
行の妨げや交通事故の原因となり大変危険です。また、まちの美観を損ねることにもなりま
す。やむを得ず道路敷地を使用する場合、または道路から自動車などの乗り入れ口を設置す
る場合は、道路管理者の許可などが必要です。
●道路上への樹木の張り出し
　道路や歩道への樹木の張り出しは、通行の妨げや交通事故の原因になり大変危険です。
車両や歩行者に事故が発生した場合は、一般的に樹木の所有者の管理責任が問われることに
なりますので、危険な樹木や道路上に張り出た枝は早めに伐採してください。
なお、今後とも普段の管理はもとより、強風や大雨の後には、特に注意してください。
●道路上の穴ぼこなど
　車両や歩行者が安全に道路を通行できるように、道路の整備を進めるとともに、道路パト
ロールを行い随時に点検補修を行っていますが、もし、道路上に穴ぼこなどの損傷を発見さ
れましたら、至急土木課へご連絡をいただきますようご協力をお願いします。
■問い合わせ／土木課（℡２４‐７０５９・ＦＡＸ２３‐６５３７）

～～　道路（歩道・車道）上での注意とお願い道路（歩道・車道）上での注意とお願い　～～

土地価格（円）円 /㎡地積（㎡）土地の表示物件番号
　７，０５４，０９４３８，３００１８４．１８５‐１街区６①
　７，３５１，８１３４１，３００１７８．０１１６街区４②
１２，３５６，９１０３８，７００３１９．３０１７街区１０④
　８，００２，１９０３４，３００２３３．３０２８街区６⑤
　５，７７３，６０８３０，６００１８８．６８２６街区４⑥

平成２４年４月１日現在

申込み方法／必要書類を資産活用課に持参または郵送してください
必要書類／保留地買受申請書、住民票（抄本）またはそれに代わる証明書、納税証明書
共通事項　●売主／福知山市　●地目／宅地　●用途地域／指定無し　●建ぺい率・容積率／
６０％・２００％　●道路幅員／６ｍ～２０ｍ　●交通／ＫＴＲ宮福線大江駅より徒歩約２分から４分　
●設備／電気（関西電力）、ガス（プロパン）、上水道（宅地内引込済、加入金が必要）、下水道（汚水桝
設置済、分担金が必要）　●学校／美河小学校・大江中学校●自治会／中央・下町　●地耐力調査／
実施しておりません。　

みんなで支えよう 
バス交通 

みんなで支えよう 
バス交通 
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弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

に
つ
い
て
は
、
月
１
回
、
開
催
し

て
い
ま
す
が
、
申
し
込
み
が
多
く
、

抽
選
に
よ
り
相
談
い
た
だ
い
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

７
月
と　

月
は
月
２
回
開
催
す
る

１０

こ
と
と
し
、
少
し
で
も
多
く
の
市

民
の
み
な
さ
ん
に
相
談
い
た
だ
け

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

６
月
・
７
月
の
開
催
日
、
申
込

締
切
日
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 
と　
　

き 

○
６
月　

日（
金
）

２９

　

申
込
締
切
日　

６
月　

日（
木
）

２１

○
７
月　

日（
金
）

１３

　

申
込
締
切
日　

７
月
５
日（
木
）

○
７
月　

日（
金
）

２７

　

申
込
締
切
日　

７
月　

日（
木
）

１９

 
時　
　

間 　

い
ず
れ
も
午
後
０

時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

 
申
込
方
法 　

申
込
締
切
日
ま
で

に
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
郵
送
（
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
簡
単
な

相
談
内
容
を
明
記
）
ま
た
は
直
接

市
民
相
談
室
ま
で
。

※
市
民
に
限
定
。
申
込
者
多
数
の

場
合
、
抽
選
で　

人
ま
で
。

１０

 
問
い
合
わ
せ 　

市
長
公
室
市
民

相
談
係〔
市
民
相
談
室
〕（
℡　

‐
２４

７
０
２
７
・　
　

‐
７
０
２
３
）

ＦＡＸ
２４

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全

額
免
除
・
一
部
免
除
）
・
若
年
者

納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る
場

合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き

よ
り
も
老
齢
基
礎
年
金
の
受
け
取

り
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保

険
料
は
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基

礎
年
金
を
増
額
す
る
た
め
に
、　
１０

年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま

す
。

　

た
だ
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を

受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る

場
合
、
当
時
の
保
険
料
額
の
ほ
か

に
一
定
の
加
算
額
が
必
要
で
す
。

 
問
い
合
わ
せ 　

市
民
課
国
民
年

金
係（
℡　

‐
７
０
５
７
・　
　

‐

２４

ＦＡＸ
２３

６
５
３
７
）

　
「
第
二
次
福
知
山
市
人
権
施
策

推
進
計
画
」の
理
念
を
具
体
化
す

る
た
め
、団
体
な
ど
が
実
施
す
る

人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組

や
啓
発
活
動
な
ど
の
事
業
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

 
対　
　

象 　

社
会
教
育
関
係
団

体
・
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ

※
た
だ
し
、１
団
体　

人
以
上
で

１０

活
動
さ
れ
て
い
る
団
体

 
補
助
対
象
事
業 　

平
成　

年
４

２４

月
１
日
〜
平
成　

年
３
月　

日
ま

２５

３１

で
に
実
施
す
る
次
の
活
動

▼「
人
権
施
策
推
進
計
画
」の
理
念

を
普
及
さ
せ
る
た
め
の
啓
発
冊
子

な
ど
の
作
成
や
、講
演
会
お
よ
び

研
修
会
の
開
催

▼
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
決
に
向
け

て
焦
点
化
し
た
学
習
会
お
よ
び
研

修
会
の
開
催

▼「
人
権
施
策
推
進
計
画
」の
具
体

化
に
つ
な
が
る
先
進
的
活
動
の
学

習
 
補 
助 
額 　

事
業
費
の
２
分
の

１
以
内　
（
１
団
体　

万
円
限
度
） 

３０

 
申
込
・
問
い
合
わ
せ 　

生
涯
学

習
課（
℡　

‐
７
０
６
５
・　
　

‐

２４

ＦＡＸ
２４

４
８
８
０
）ま
で

お
知
ら
せ 
お
知
ら
せ 

無
料
法
律
相
談
を

充
実
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の

追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す
！

　　　この宝くじの収益金は、 
　市町村の明るいまちづくりや 
　環境対策、高齢化対策など地域 
　住民の福祉向上のために 
　　使われます。 

○今年のサマーは、史上最高額の１等・前後賞合わせて５億円！

　１等：４億円×２６本（前後賞　各５０００万円×５２本）

○２０００万サマーも同時発売！　

　１等：２０００万円×４５０本

発売期間　７月９日（月）から７月２７日（金）まで

抽 選 日　８月７日（火）

昨年度、宝くじの助成事業により設
置した荒河さくら公園（上荒河）の
放送設備

クーちゃん

人
権
教
育
・
啓
発
活
動
推
進
事
業

補
助
金
の
申
請
受
付
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福
知
山
市
消
防
団
（　

分
団　

２９

 
山  
田  
浩  
和 
団
長
以
下
１
９
１
６

や
ま 

だ 

ひ
ろ 
か
ず

人
）
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

『
安
心
・
安
全
』
を
支
え
る
た
め
、

日
頃
か
ら
訓
練
し
て
い
る
消
防
ポ

ン
プ
操
法
（
消
防
活
動
の
基
本
で

あ
る
『
消
火
活
動
』
に
必
要
な
技

術
）
を
競
い
合
い
ま
す
。

　

各
隊
員
の
迅
速
な
士
気
あ
ふ
れ

る
行
動
・
確
実
な
規
律
の
あ
る
動

作
、
そ
し
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
安

全
管
理
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
大
会
前
に
は
各
分
団
で

夜
間
も
訓
練
を
行
い
ま
す
。
近
隣

の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
理
解
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

 
と　
　

き 　

７
月
１
日（
日
）

午
前
８
時
か
ら
正
午

※
雨
天
時
な
ど
は
７
月
８
日（
日
）

に
順
延

 
と 
こ 
ろ 　

猪
崎
河
川
敷
運
動

広
場（
猪
崎
） 

■
消
防
本
部（
℡　

‐
０
１
１
９
・

２４

　
　

‐
５
４
５
８
）

ＦＡＸ
２２

　

す
べ
て
の
住
宅
に
「
住
宅
用
火

災
警
報
器
」
を
設
置
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
警
報
器
に
ホ

コ
リ
な
ど
が
付
く
と
火
災
を
感
知

し
に
く
く
な
り
ま
す
。
半
年
に
１

回
は
掃
除
機
な
ど
で
ホ
コ
リ
を
取

り
、
定
期
的
に
作
動
点
検
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
で
、
取
り

付
け
に
お
困
り
の
時
は
、「
取
り
付

け
お
助
け
隊
」
が
お
伺
い
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
※

火
災
報
知
機
な
ど
の
斡
旋
･
販
売

は
し
て
い
ま
せ
ん
）

■
消
防
署
予
防
課
住
民
安
全
係

（
℡　

‐
５
１
１
９
・　
　

‐
５

２３

ＦＡＸ
２２

４
５
８
）

福
知
山
市
納
付
相
談
の
お
し
ら
せ

　

京
都
地
方
税
機
構
中
丹
地
方
事

務
所
職
員
に
よ
る
、
市
税
・
国
民

健
康
保
険
料
の
納
期
を
過
ぎ
た
人

の
納
付
相
談
を
行
い
ま
す
。

 
と　
　

き 　

６
月　

日（
金
）

２９

午
前
９
時
〜
正
午

 
と 
こ 
ろ 　

市
役
所
２
階　

税

務
課
（
内
記
三
丁
目
）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
京
都
地
方

税
機
構
中
丹
地
方
事
務
所
（
℡　
５６

‐
０
３
４
０
・　
　

‐
０
７
４
０
）

ＦＡＸ
５６

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
京
都
地
方
税
機
構
中
丹
地
方
事

務
所
で
は
、
随
時
納
付
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

※市のホームページ（市長室） 
　で閲覧できます。 

５
月

日（
日
）

１３

第
１
回
毛
原
の
棚
田

『
ｔ
ａ
ｉ
ｋ
ａ
ｎ
』ツ
ア
ー
田
植
え
体
験
会

た　
　

い　
　

か　
　

ん

　
「
日
本
の
棚
田
百
選
」「
京
都
府
景
観
資
産
」
と
し
て
有

名
な
毛
原
地
域
で
の
田
植
え
体
験
会
に
参
加
し
た
。
市
内

や
京
阪
神
な
ど
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、
豊
か
な
自
然
と

里
山
景
観
を
思
う
存
分
満
喫
い
た
だ
い
た
。

　

当
地
域
で
は
、
平
成
９
年
か
ら　

年
間
「
毛
原
の
棚
田

１５

農
業
体
験
ツ
ア
ー
」
を
企
画
さ
れ
、
昨
年
、
一
時
休
止
を

発
表
さ
れ
た
も
の
の
、
再
び
有
志
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
、
成
美
大
学
の
学
生
の
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
て
、

住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
、
こ
う
し
て
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
い
た
。

　

植
え
た
苗
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
海
外
で
も
人

気
の
酒
米
で
、
収
穫
後
は
お
い
し
い
お
米
と
お
酒
に
な
る
。
今
後
も

「
大
江
で
地
酒
を
造

る
会
」
や
「
ど
ぶ
ろ
く

特
区
」、「
モ
デ
ル
フ
ォ

レ
ス
ト
（
地
域
・
企
業

な
ど
に
よ
る
森
林
保

全
活
動
）」
と
も
協
調

し
、
毛
原
地
域
の
さ
ら

な
る
活
性
化
に
繋
げ

て
い
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
期
待
す
る
。

第　

回
２８
福
知
山
市
消
防
操
法
大
会

ご
自
宅

ご
自
宅
の
﹁
住
宅
用

﹁
住
宅
用

火
災
警
報
器

火
災
警
報
器
﹂
の
設
置
は

の
設
置
は

　
　
　
　
お
済
で
す
か
？

　
　
　
　
お
済
で
す
か
？

　
　
　
　
点
検
は
？

　
　
　
　
点
検
は
？

ご
自
宅

ご
自
宅
の
﹁
住
宅
用

﹁
住
宅
用

火
災
警
報
器

火
災
警
報
器
﹂
の
設
置
は

設
置
は

　
　
　
　
お
済
で
す
か
？

　
　
　
　
お
済
で
す
か
？

　
　
　
　
点
検
は
？

　
　
　
　
点
検
は
？

ご
自
宅
の
﹁
住
宅
用

火
災
警
報
器
﹂
の
設
置
は

　
　
　
　
お
済
で
す
か
？

　
　
　
　
点
検
は
？

７
月
２
日（
月
）　
は
、国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料（
い
ず
れ
も
第
１
期
分
）、市
・
府
民
税（
普
通
徴
収
分
・
い
ず
れ
も
第
１
期
分
）の
納
期
限
日
で
す
。

■
保
険
課
国
保
料
係（
℡　

‐
７
０
１
９
）■
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係（
℡　

‐
７
０
１
３
）■
税
務
課
市
民
税
係（
℡　

‐
７
０
２
４
）■
代
表　
　

‐
６
５
３
７

２４

２４

２４

ＦＡＸ
２３
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国保ひと口メモ
���

�

　国民健康保険の被保険者は、所得がなくても市 ･府民税の申告が必要です。
未申告だった場合
●国民健康保険料の軽減対象とならず、保険料が高くなります。
●高額療養費の給付ができないことがあります。
　後日申告をすることも可能ですが、申告が遅れると、一時的に高い保険料を支払っていただいたり、
限度額適用認定証がすぐに発行できなかったりします。
問い合わせ　保険課国保料係（℡２４-７０１９・FAX２３-６５３７）

所得の申告はお済みですか？

　国民健康保険（国保）料の料率は、国保加入者のみなさんの医療費などの経費をまかなうため、
所得・加入者数などの状況により、各市町村が毎年定めています。
　平成２４年度の国保料は、昨年度と同様一人当たり平均保険料を据え置きとし、料率そのものも
変更はありません。旧三町区域についても、合併協議事項で定められた段階的引き上げは、昨年
度で終了しているため、料率の変更はありません。
　みなさんがお支払いになる国保料は大切な財源です。お互いの助け合いで成り立っている国保
制度にご理解をいただきますようお願いします。
●６月は国保料の算定月です。期限内の納付にご協力をお願いします。
　平成２４年度の国保料は、平成２３年中の所得と被保険者数などにより算定し、６月から３月まで
の１０期に分けて納めていただくことになっています。６月中旬に決定通知書を郵送します。定め
られた期日までに納めていただきますようお願いします。特別な理由もなく国保料を滞納すると、
被保険者証を返していただいたり、財産の差し押さえを受けたりします。
●国保料の軽減について
　会社都合により離職した人のうち、雇用保険の特定受給資格者および特定理由離職者として求
職者給付を受ける人（受けていた人）については、申請により前年の給与所得を１００分の３０に減
額算定して国保料を減額する制度があります。詳しくは保険課でご相談ください。
■保険課国保料係（℡２４‐７０１９・ＦＡＸ２３‐６５３７）

国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料ののののののののののののののの平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２４４４４４４４４４４４４４４４年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度料料料料料料料料料料料料料料料率率率率率率率率率率率率率率率ががががががががががががががが決決決決決決決決決決決決決決決定定定定定定定定定定定定定定定しししししししししししししししままままままままままままままましししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたた

支　援　分介　護　分医　療　分

平成２４年度平成２３年度平成２４年度平成２３年度平成２４年度平成２３年度

２.２０%２.２０%２.３３%２.３３%７.９０%７.９０%基準総所得金額の所得割福
知
山
市
全
区
域

７４４０円７４４０円８５８０円８５８０円２万６２００円２万６２００円1人につき均等割

５０００円５０００円４６００円４６００円１万７４６０円１万７４６０円1世帯につき平等割

１４万円１４万円１２万円１２万円５１万円５１万円最高限度額

モデルケース（年額）
世帯主６３歳（営業所得２００万円）、妻６５歳（所得０円）、子３０歳（給与所得１００万円）
医療分｛（２００万円－３３万円）＋（１００万円－３３万円）｝×７．９％＋２万６２００円×３人＋１万７４６０円＝２８万９２０円（１０円未満切捨て）
介護分（２００万円－３３万円）×２．３３％＋８５８０円×１人＋４６００円（４０歳～６４歳が対象）＝５万２０９０円（１０円未満切捨て）
支援分｛（２００万円－３３万円）＋（１００万円－３３万円）｝×２．２％＋７４４０円×３人＋５０００円＝７万８８００円（１０円未満切捨て）
世帯の保険料　２８万９２０円＋７万８８００円＋５万２０９０円＝４１万１８１０円（参考：平成２３年度　４１万１８１０円）

基準総所得とは総所得金額から基礎控除（３３万円）を差し引いた金額で、青色専従者給与等控除・長期譲渡所
得特別控除が適用されます。

料率表

料率の変更は

料率の変更はありません
ありません
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各
講
座
・
教
室
は
参
加
費
無
料

　

「
こ
ろ
び
や
す
く
な
っ
た
」

「
体
が
硬
い
」
「
体
の
筋
肉
が
落

ち
て
き
た
」
と
い
う
人
に
ぴ
っ
た

り
の
教
室
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
！

　

転
ば
ん
塾
に
参
加
し
て
、
し
な

や
か
に
動
く
、
い
き
い
き
と
活
動

で
き
る
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！

 
と　
　

き 　

６
月
〜
３
月　

毎

月
２
回　

金
曜
日 

 
と 
こ 
ろ 　

北
部
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
大
江
町
中
央
）　

※
会
場
は
Ｋ
Ｔ
Ｒ
大
江
駅
か
ら
徒

歩
約
３
分
で
す
。

 
対　
　

象 　
　

歳
以
上
の
市
民

６５

 
定　
　

員 　

毎
回　

人
程
度

２０
（
先
着
順
）

 
申
込
・
問
い
合
わ
せ 

　

直
接
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ク
ス

で
北
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
℡

　

‐
２
６
２
０
・　
　

‐
２
０
１

５６

ＦＡＸ
５６

８
）
ま
で

※
３
Ｂ
体
操
と
は
？　

ボ
ー
ル
、

ベ
ル
、
ベ
ル
タ
ー
（
輪
を
つ
な
い

で
ベ
ル
ト
状
に
し
た
も
の
）
の
用

具
を
使
っ
て
、
音
楽
に
合
わ
せ
て

体
を
動
か
す
体
操
で
す
。

　

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
」
よ
く
耳
に
は
し
ま
す
が
、
ど

う
い
う
こ
と
な
の
？
と
思
わ
れ
て

い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
そ
ん
な
人
の
た
め
の

お
手
軽
予
防
講
座
で
す
。

　

内
容
は
ご
自
身
の
身
体
を
見
直

す
た
め
の
健
診
・
病
気
や
メ
タ
ボ

予
防
の
ほ
か
、
楽
し
く
続
け
る
運

動
に
つ
い
て
で
、
一
回
ぽ
っ
き
り

の
お
手
軽
コ
ー
ス
で
す
。

 
と　
　

き 　

６
月　

日（
火
）午

２６

後
１
時　

分
〜
４
時

３０

 
と 
こ 
ろ 　

市
民
体
育
館
（
和

久
市
町
）

 
内　
　

容 　

保
健
師
・
栄
養
士

の
講
話
、
運
動
指
導
士
に
よ
る
運

動
実
践
な
ど

 
定　
　

員 　
　

人
３０

※
申
し
込
み
者
が
多
い
場
合
は
抽

選
し
、
全
員
に
結
果
を
通
知
し
ま

す
。

※
託
児
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す

（　

人
ま
で
）。
ご
希
望
の
人
は

１０
申
し
込
み
の
際
に
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

 
申
込
方
法 　

６
月　

日（
金
）ま

１５

で
に
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
北
本
町
二
区　

℡　

‐
２
７
８

２３

８
・　
　

‐
５
９
９
８
）
ま
で

ＦＡＸ
２３

健
　
康 
健
　
康 

内　　容日　程

３B体操６月８日（金）

集団体操・レクリエーション６月２２日（金）

集団体操・レクリエーション７月６日（金）

３B体操７月２０日（金）

３B体操８月３日（金）

集団体操・レクリエーション８月１７日（金）

いずれも午後１時３０分～３時３０分

　

妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
つ
い
て
学
び
、
夫
婦
で
協
力
し
て
出
産
・
育
児

に
取
り
組
め
る
教
室
で
す
。
１
回
の
み
、
ま
た
妊
婦
の
み
、
夫
の
み
の
参

加
で
も
可
能
で
す
。
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

と
き
・
内
容

７
月　

日（
月
）　

午
前
９
時
〜　

時　

分

２３

１１

３０

（
妊
娠
中
の
過
ご
し
方
）

・
妊
娠
の
経
過
と
夫
の
役
割
、
妊
娠
中
の
栄
養
と
食
事
の
話
、
試
食
、

卒
煙
に
つ
い
て

・
先
輩
の
パ
パ
と
マ
マ
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
交
流
会

８
月　

日（
水
）　

午
後
１
時
〜
４
時

２９

（
出
産
に
向
け
て
）

・
お
産
の
徴
候
と
夫
の
役
割
・
入
院
準
備
・
妊
婦
体
操
・
乳
房
の
手
入
れ

＊
妊
婦
体
操
の
対
象
は
、
当
日
妊
娠
週
数
が　

週
以
上
の
人
で
す
。　

週

２０

２０

未
満
の
人
は
見
学
で
す
。
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

９
月　

日（
火
）　

午
後
１
時
〜
４
時

１８

（
産
後
に
つ
い
て
）

・
産
後
の
過
ご
し
方
・
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
選
び
方
・
付
け
方

と 
こ 
ろ　

中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　
（
北
本
町
二
区
）

対　
　

象　

市
内
に
在
住
す
る
妊
婦
と
そ
の
夫
、
お
よ
び
そ
の
家
族

申
込
方
法　

各
教
室
の
１
週
間
前
ま
で
に
、
電

話
で
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
２
７

２３

８
８
・　
　

‐
５
９
９
８
）
ま
で

ＦＡＸ
２３

※
予
約
者
多
数
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日
が
近

い
な
ど
を
優
先
し
調
整
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
９
月
以
降
も
教
室
が
あ
り
ま
す
の
で
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

パ
パ
・
マ
マ
学
級

パ
パ
・
マ
マ
学
級

参
加
者 

募
集 

「
か
ら
だ
し
な
や
か

 
転 
ば
ん
塾
」参
加
者
募
集

こ
ろ

ボール ボール 

ベル ベル 

ベルター ベルター 

『 
腹  
知 
ス
マ
ー
ト
大
作
戦

ふ
く 

ち

〜
運
動
ぽ
っ
き
り
コ
ー
ス
〜
』

参
加
者
募
集



18H24（2012）．6．1　広報ふくちやま

５００円４０歳（Ｓ４８．３．３１生以前）以上で福知山市国民健康保険加入者特定健診
無料市から後期高齢者医療保険者証の交付を受けている人後期高齢者健診
１，０００円３０歳～３９歳（S４８.４.１～ S５８.３.３１生）生活習慣病予防健診
５００円４０歳以上 (S４８.３.３１生以前 )胃部検診（Ｘ線検査）
５００円今年度４０・４５・５０・５５・６０・６５歳 (H２５.３.３１現在）胃部ＡＢＣ検診（血液検査）
無料(たんの検査は５００円）４０歳以上 (S４８.３.３１生以前 )肺がん検診
無料６５歳以上 (S２３.３.３１生以前 )結核検診
１００円４０歳以上 (S４８.３.３１生以前 )大腸がん検診
２００円５０歳以上の男性 (S３８.３.３１生以前 )前立腺がん検診
７００円４０歳以上の女性 (S４８.３.３１生以前 )乳がん検診
７００円２０歳以上の女性（H５.３.３１生以前 )子宮がん検診

送迎対象地域（最寄の公民館
等に送迎します）
中央保健福祉センターエリ
アでは実施しませんので、ご
了承ください。

子
宮
が
ん
検
診

乳

が

ん

検

診

前
立
腺
が
ん
検
診

肺
が
ん
／
結
核
検
診

大
腸
が
ん
検
診

胃
部
Ａ
Ｂ
Ｃ（
血
液
）検
診

胃
部
（
Ｘ
線
）
検
診

生
活
習
慣
病
予
防
健
診

後
期
高
齢
者
健
診

特　

定　

健　

診

会　　　場実　施　日

菟原地域○○○○○○○菟原集落センター（菟原下）午後８月２日（木）①
○○○○○中央保健福祉センター（北本町二区）午前

８月３日（金）②
川合地域○○○○○○○川合集落センター（上川合）午後③
菟原地域○○○○○○○菟原集落センター（菟原下）午前８月９日（木）④
川合地域○○○○○○○川合集落センター（上川合）午前

８月１０日（金）⑤
○○○○○○○中央保健福祉センター（北本町二区）午後⑥

実施日・会場・内容

８月の集団健診のお知らせ　申し込み制 特定健診・後期高齢者健診・生活習慣病予防
健診・各がん検診などを実施します。

＊健診日の１カ月前までにお申し
込みください。申し込まれた人に
は、後日　問診票・注意事項など
をお送りします。
送迎についてのご相談、お問い合
わせは、各保健福祉センターまで
ご連絡ください。

対
象
年
齢
・
費
用

＊７０歳以上の人は無料です。
＊６９歳以下で市民税非課税世帯・生活保護世帯の人は無料制度がありますので、事前に各保健福祉センターまでお問い合わせください。
＊６５～６９歳で、後期高齢者医療に加入している人は、後期高齢者健診が無料になります。必ず被保険者証をお持ちください。（がん検診は除く）
お申し込み・お問い合わせ先　■東部保健福祉センター（千束）（℡５８‐２０９０・ＦＡＸ５８‐３０１３）…①③④⑤
　　　　　　　　　　　　　　■中央保健福祉センター（北本町二区）（℡２３‐２７８８・ＦＡＸ２３‐５９８８）…②⑥

検　診 検　診 
受付時間会　　　場日にち

①

９：１５～９：３０篠尾中央集会所（下篠尾）

７月１０日
（火）

９：４５～１０：００正明寺公民館（正明寺）

１０：１５～１０：３０向野集会所（向野）

１０：４５～１１：１５竹毛希望の家（昭和新町）

１０：４０～１１：００中央保健福祉センター（北本町二区）７月１１日（水）

１５：４５～１６：００南佳屋野会館（南佳屋野町）７月１３日
（金） １６：１５～１６：３０前田区公会堂（前田）

②
１１：１５～１１：３０梅原コミュニティセンター（梅原）

７月１８日
（水）

１１：４５～１２：００中出公民館（中出）

①

１３：１５～１３：３０成仁集会所 （大池坂町）

１３：４５～１４：００平野町集会所（平野町）

１４：１５～１４：３０土公会堂（土）

１４：４５～１５：００観音寺公会堂（観音寺）

１５：１５～１５：３０興公会堂（興）

１５：４５～１６：００戸田会館（戸田）

③

８：５０～９：０５羽白公民館（羽白）

７月１９日
（木）

９：１５～９：２５現世公民館（現世）

９：４０～９：５５栗尾公民館（栗尾）

１０：０５～１０：２０直見総合センター（西垣）

１０：３０～１０：５０山中公民館（山中）

１１：００～１１：１５副谷公民館（副谷）

１１：２５～１１：４０上夜久野公民館（門垣）

①

１５：５０～１６：０５山崎公会堂（山崎）

１６：１５～１６：３０大門公会堂（大門）

１１：００～１１：１５石原公会堂（石原）

７月２０日
（金）

１１：２５～１１：４０聖佳町公会堂（聖佳町）

②
１６：００～１６：１５寺尾公民館（寺尾）

１６：３０～１６：４５草山公民館（草山）

７月の肺がん結核検診
　　申し込み不要　　

検診車が各会場を巡回します。

直接会場へお越しください。

問診票は、会場に用意

費　　用　無料

　たんの検査は５００円必要

対　　象　４０歳以上の市民

注意事項

１　最後の胸部レントゲン検査から６カ月以

上間隔をあけてください。

２　妊娠中・妊娠の可能性のある人は受けら

れません。  

３　模様や飾り、ボタンのついていない無地

のシャツ（Ｔシャツ）で撮影できます。

問い合わせ 

　①中央保健福祉センター

　　（℡２３-２７８８・FAX２３-５９９８） 

　②東部保健福祉センター

　　（℡５８-２０９０・FAX５８-３０１３）  

　③西部保健福祉センター

　　（℡３７-１２３４・FAX３７-５００２）
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「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」
で
使
用
す
る 
挿  
絵 
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
や
、
写
真
な
ど
を
提
供
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人
は
、
市
長
公
室
広
報
係
（
℡　

‐

さ
し 

え

２４

７
０
０
０
・　
　

‐
７
０
２
３
・
Ｅ
メ
ー
ル　hisyo@

city.fukuchiyam
a.kyoto.jp

）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ＦＡＸ
２４

募集！

　鬼ヶ城の 北  麓 、大江町南山にある 観  音  寺 を訪れると、
ほく ろく かん のん じ

まず目に入るのが 仁  王  門 です。この門は明和年中（１８
に おう もん

世紀中頃）の再建で、 簡  素 なつくりながら寺全体の配
かん そ

置に欠かすことのできない建物で、中には２ 躯 の 仁  王 
く に おう

 像 が安置されています。仁王像とは、 仏  法  守  護 のため
ぞう ぶっ ぽう しゅ ご

 寺  門 の両脇に置かれる 半  裸  形 の２躯一対の 金  剛  力  士  像 
じ もん はん ら ぎょう こん ごう りき し ぞう

のことで、 憤  怒 の 形  相 で 邪  鬼 を追い払うとされ、口を
ふん ぬ ぎょう そう じゃ き

大きく開いたのが 阿  形 、口をへの字に閉じたのが 吽形 
あ ぎょう うんぎょう

です。
　この仁王像は、 桧 材の 寄  木 造り（木彫像を複数の

ひのき よせ ぎ

木材からつくる技法）で、 像  高 は阿形が２９３．０㌢㍍、
ぞう こう

吽形が２９６．０㌢㍍を測り、京都府北部に伝えられる仁王像としては極めて大きく、また、鎌
倉時代の 秀  作 として注目されています。 寺  伝 では 貞  永 二年（１２３３）に 蓮  乗  上  人 が観音寺を

しゅう さく じ でん じょう えい れん じょう しょう にん

再興した際、新たに 造像 したと伝えます。
ぞうぞう

　両像とも力強い肉付けやスピード感あふれる 衣  文 が鎌倉彫刻の時代性を示しますが、全体
え もん

的にはややおとなしい作風のようです。印象的なのは肉取りがかなり 誇  張 されており、特に
こ ちょう

吽形は 胸  部 にほとんど箱形とさえみえる厚い肉付けを行い、みぞおち部分に節をつなぐよう
きょう ぶ

な形で筋肉を表しています。このように胸部を箱形に盛り上げてその 逞 しさを表現する例は
たくま

珍しく、また、この時期において 玉  眼 （木彫像に水晶などをはめ込んだ目）ではなく 彫  眼 
ぎょく がん ちょう がん

（木彫像に直接掘り出して表現した目）とする点も珍しいものです。
　安置されてから約８００年。長年の風雨にさらされ、傷むことも多く、幾度となく補修され、
平成１３年には破損箇所の修理と表面保護のため 摺 り 漆 （ 生  漆 を木地に何回も摺り込んで保護

す うるし き うるし

する技法）を施す補修を行いました。今後も、堂々と足を広げた「 仁  王  立 ち」で寺域の前に
に おう だ

立ちはだかり、邪鬼を追い払うとともにお寺に訪れる人々を見守り続けるのでしょう。
■生涯学習課文化財保護係（℡２４‐７０６５・ＦＡＸ２４‐４８８０）

⑬ ⑬ ⑬ 

木造金剛力士像（右：阿形　左：吽形）

カ
ン
ち
ゃ
ん　

日
も
長
く
な
っ
て
、
春
か
ら

夏
や
な
ぁ
〜
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

そ
う
や
な
、
春
か
ら
福
知
山

で
新
し
い
生
活
を
始
め
た
人
た
ち
も
、
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
た

頃
か
な
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

で
も
、
初
め
て
福
知
山
で
生
活
す
る
人
は
、
慣

れ
る
ま
で
い
ろ
い
ろ
と
大
変
な
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ん
な
ぁ
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

う
ん
、
福
知
山
市
で
は
エ
コ
意
識
を
高
め
た
り
、

ご
み
の
最
終
処
分
場
を
大
切
に
使
う
た
め
に
、
ご
み
の
分
別
と

再
資
源
化
を
き
っ
ち
り
し
と
る
か
ら
、
初
め
は
む
ず
か
し
い
か

も
し
れ
ん
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

そ
れ
な
ら
、
市
役
所
の
市
民
課
窓
口
で
も
ら
え

る
ご
み
分
別
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
家
庭
ご
み
の
正
し
い
分
け
方
・

出
し
方
」
を
読
ん
だ
ら
良
く
分
か
る
で
！

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

そ
う
や
な
。「
燃
や
す
ご
み
」「
燃
や
さ
な
い
ご

み
」「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
に
分
類
さ
れ
る
ご
み
は
そ
れ

ぞ
れ（
赤
）（
青
）（
緑
）の
市
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
出
さ
ん
と
い

か
ん
の
や
な
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

そ
う
そ
う
、
缶
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の

「
再
生
資
源
物
」
は
、
中
身
の
見
え
る
袋
な
ど
で
出
せ
る
ん
や
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

こ
の
ほ
か
細
か
い
分
別
も
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

読
ん
だ
ら
良
く
分
か
る
な
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

そ
れ
で
も
ご
み
の
こ
と
で
分
か
ら
ん
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
環
境
パ
ー
ク（
℡　

‐
１
８
２
７
）に
聞
い
た
ら
良

２２

い
ん
や
。
詳
し
く
て
い
ね
い
に
教
え
て
く
れ
る
で
！

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

う
ん
。
そ
れ
と
、
分
別
の
こ
と
を
よ
く
分
か
っ

て
る
人
は
、
近
所
に
分
別
の
こ
と
で
困
っ
て
る
人
が
い
た
ら
助

け
て
あ
げ
ん
と
な
！

カ
ン
ち
ゃ
ん　

ご
み
の
分
別
に
は
地
域
の
助
け
合
い
が
必
要
不

可
欠
な
ん
や
な
。
了
解
！
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ぜひ利用してね！ 
市内の各保健福祉センターでは、 
健（検）診 …（無料～¥１０００） 
健康相談／健康教室 …（無料）を行っています。 

けんこウサギちゃん　と１０００歩くんのいきいき健康トーキング 

朝食を毎日食べよう 
１日あと１０００歩歩こう 
節酒・禁煙に努めよう 
栄養バランスを考え、野菜もしっかり摂ろう 

定期的に健（検）診を受けよう 
生きがいをもって楽しく過ごし、 
上手に気分転換をしよう 

健康増進計画  知っ得シリーズ Ｐａｒｔ14

：突然だけど、１０００歩くんのご両親は、６０歳代ぐらいだったっけ？！ 

：うん、６０歳代後半。夫婦で旅行やウォーキングを日々楽しんでいるみたいだよ。そうそう、「庭に小さな
家庭菜園を始めた♪」ってゴールデンウィークに見せてもらったところなんだ。 

：へぇ～！！ とても充実した日々を送っておられるんだね。６０歳代という時期は、定年退職、親の介護、孫の世
話など人生の節目を迎え、生活の仕方が大きく変わる人も多く、今までの生活ペースに変化のおきる時期
なんだ。それに伴い、今後の生活に不安を感じたり、地域との関わりでストレスを感じる人も多いんだよ。

：そうなんだ…何かうまく気分転換できることがあるといいんだろうけどね… 

：家族や近所の人たちと話をしたり、散歩をして季節を感じたり、買い物に出かけることも、よい刺激にな
るんだよ。心身の衰えが徐々に感じられ、生活習慣病が増える時期でもあるので、今まで以上に自分の健
康を見直し、ゆとりのある日々を送ることが大切なんだ！！ さぁ、今回は環境の変化に合わせた、自分らし
い健康づくりについてお話しするよ！！ 

仕事や家事中心だった生活から、
自分の体を考える余裕が出てく
る時期。健康に自信がある人も
います。肥満・高血圧・糖尿病
などを指摘される人も増えてき
ています。元気で長生きするた
めに、自分の健康状態と向き合
い、現状に合った健康づくりの
方法を見つけましょう。 

１つの節目を迎えるこの時期は
こころに大きなダメージを受け
る人や家族の生活ペースに変化
が見られ、ストレスを感じる人
も少なくありません。将来の不
安より、『今を楽しく過ごす』
ことを考えることが、心の健康
につながります。 

時間に余裕ができると、何をし
てよいかわからず戸惑う人も多
いようです。今までの経験を活
かした活動や、一番身近な「家
庭」で自分の役割を見つけてみ
ましょう。また、介護やお孫さ
んの世話を任される人も多い世
代になり、自分の生活ペースが
崩れがちになりますが、自分の
時間を見つけることも大切です。 

健康増進計画について詳しく知りたい人
は市ホームページで確認できます。お問
い合わせは健康推進室（℡２３‐２７８８・ＦＡＸ
２３‐５９９８）までお願いします。 

ちょっと太ったかな？ 退職したら、この先 
やっていけるかな？ 

孫はかわいいけど、 
毎日はしんどいわ… 

おとろ 

済 栄養・食生活 済 たばこ 済 乳幼児期 
済 少年期 

済 青年期 

済 壮年期① 

済 歯 済 お酒 

済 こころの健康 済 身体活動・運動 

済 健（検）診 ?
済 
 

壮年期② 済 
 

壮年期② 

子どもたちの笑顔がやりがいにつながるお仕事です。 

仕事内容　公文式　算数・数学、英語、国語教室 
　　　　　での指導運営（週２回） 
資　　格　５０歳までの女性 
　　　　　※学歴不問。充実した研修をご用意し 
　　　　　　ております。 
雇用形態　開設には、日本公文教育研究会とのフ 
　　　　　ランチャイズ契約が必要です。 
給　　与　収入は、生徒数により異なります。 

上記以外の日程でも、説明会を実施いたします。 
お気軽にご相談下さい。 

日本公文教育研究会 
京滋奈エリアリクルートチーム 

日　程 時　間 場　　　　所 

６/１８（月） １０：００－１２：００ 日本公文教育研究会 舞鶴事務局 

まずは、説明会へお越し下さい！ 

�0120‐834‐414

あなたのその想いに、KUMONは応えたい。 

くもんの先生になりませんか 

先生のリアルな声があなたを動かす。 

くもんの先生 検 索 

私を動かすのは、 
私。 
私を動かすのは、 
私。 有 料 広 告 募 集有 料 広 告 募 集

広報ふくちやまで会社・お店をＰＲしてみませんか？

広告枠／（この枠の大きさです）
　　　　縦４８㍉㍍×横８０㍉㍍
広告料／掲載１回につき１万円
印刷部数／３２３００部（各戸配布）
詳しくは、市長公室広報係（℡２４‐７０００・
ＦＡＸ２４‐７０２３）までお問い合わせください。

広
報
ふ
く
ち
や
ま
は
１
日
号
を
毎
月
第
１
木
曜
日
、　

日
号
を
毎
月
第
３
木
曜
日
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
次
回
６
月　

日
号
は
、
６
月　

日（
木
）に
配
布
し
ま
す
。

１５

１５

２１

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。■
市
長
公
室
広
報
係（　
　

‐
７
０
０
０　
　
　

‐
７
０
２
３　

Ｅ
メ
ー
ル　h

isyo
@
city.fu

ku
ch
iya
m
a
.kyo
to
.jp

）

ＴＥＬ
２４

ＦＡＸ
２４

※「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」は
、資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
と
、環
境
に
や
さ
し
い
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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